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― 第１章 礼文町子ども読書活動推進計画の基本的考え方 ― 

 

１．計画策定の目的 

国では平成１３年に子どもの読書活動推進に関する法律が制定され、その中に「読書

活動は、子どもが言葉を磨き、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものにし、

人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことのできないもの」と定義されて

おり、『本を読むこと』の重要性が明確に示されています。 

しかし、ネットメディアの浸透、パソコン・スマートフォンの普及などにより、現代

の子どもたちは「本と触れ合い学ぶ機会」が格段に減少し、深刻な状況となっておりま

す。 

この様な状況において、国や道では平成２５年に「第３次子どもの読書活動の推進に

関する計画」を策定しました。 

礼文町においても、すべての子どもたちがあらゆる機会において本と親しみ、読書を

楽しみ、生涯にわたる読書活動の基盤づくりを目指していくため「礼文町子どもの読書

活動推進計画」を策定します。 

 

２．計画の目標 

この計画は、子どもたちが楽しみながら読書に親しむ機会をより多く提供し、読書の

大切さを知ることができるよう地域を含め全体で推進活動を支え、子どもたちが自ら進

んで読書活動を行うことができることを目標とします。 

 

３．計画の期間 

この計画の期間は、平成３０年度から５年間とします。 

 

４．計画の位置付け 

この計画は、上位計画である「礼文町社会教育推進計画」に基づき策定し、上位計画

に併せて５年ごとに更新します。 

 

 

 

 

― １ ― 



― 第２章 子ども読書活動推進のための方策 ― 

 

 
１．発達段階ごとの特徴概要図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 

～本との出合い～ 

乳児期は、絵本の読み聞かせの 

声や表情により、子どもが自己 

を形成するにあたり重要な役割 

を担います。 

～本と親しむ～ 

幼児期は、絵本を読んでもらう 

ことにより、本を楽しむことを 

知り、また想像力が広がり、表 

現力や言葉も豊かになっていき 

ます。 

～読書を楽しむ～ 

小学生期は、成長とともに本の 

内容を理解し、自分で読みたい 

本を選ぶようになり、本との関 

わり方に変化がみられます。 

～読書の質を高める～ 

中学生期は、心身が著しく成長 

するため、読書を通じて自己を 

見つめ直し、自己のあり方に 

ついて様々な影響を受けます。 

～読書活動を推進する側へ～ 

高校生期は、進路の決断時期と 

なり本から情報を得る機会も増 

えます。また、読書活動の推進 

を促していく側へと変化してい 

きます。 

― ２ ― 

図書室 

販売本 貸出本 



２．家庭における読書の推進 

 

家庭は、子どもが読書に親しむ習慣を身に付けるうえで重要な場であり、最初に本と

出合いその楽しさを知る場でもあります。 

特に、乳幼児期には絵本の読み聞かせなどを通じて、感性や表現力を磨くことができ、

また親子の大切な触れ合い時間となるため、家庭における読書は重要な役割を担います。 

このため、家庭における読書の重要性を保護者が理解し、本に親しむ環境づくりにつ

いて啓発するとともに、図書室と連携し、読書の楽しさを知ることができるよう取り組

みを推進します。 

   

 

【具体的な方策】 
 

◎ブックスタート事業の実施 

⇒０歳児には乳児健診の際に絵本引換券や図書室 PR チラシなどが入ったブックスター 

トパックを配布し、３・６歳児には就学前のフォローアップとして絵本を贈呈します。 

 

◎図書室での絵本の読み聞かせの実施 
⇒読み聞かせ会等を実施し、子どもたちが気軽に楽しく本にふれあう機会を増やすとと 

もに、読書の重要性について保護者への意識づけを行います。 

 

◎図書室の蔵書（児童書、絵本）の充実 

⇒子どもの成長過程に合わせた本や需要のある本を充実させることで、蔵書の貸出を増 

加させ、各家庭での読み聞かせの機会を増やし、家庭における読書の推進を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ― ３ ― 



３．学校における読書の推進 

 

学校は、子どもたちが多くの時間を過ごし、多くのことを学ぶ場であり、本がより

一層身近な存在となります。 

学校の図書室では調べものをしたり、興味関心があることについて学んだり、自由

な読書活動や情報収集の場としての役割が期待されています。 

このため、子どもたちが気持ちよく利用でき、たくさんのこと学び、読書活動の習

慣づけにつながるよう、学校図書室の整備充実を推進します。 

 

 

【具体的な方策】 
 
◎校内読書活動の推進 

⇒児童生徒が読書習慣を身につけるために、校内での読書機会の増加を図り、読書活動 

推進の呼びかけ等を推進します。 

 

◎学校図書室の環境整備 

⇒児童生徒が良い環境の中で読書ができるよう、各学校の機能に沿った、図書整備や資 

料の充実を推進します。 

 

◎学校間の連携 

⇒各学校で実施している読書推進に関する情報を学校間で交換することで相乗効果が 

期待されるため、学校間連携を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 ― ４ ― 



４．図書室における読書の推進 

 

図書室は、好きな本を自由に選び、読書の楽しみを知ることができる場です。 
また、学校外で本と触れ合うことができる貴重な場でもあるため、図書室内の読書環

境の整備をすることで、利用促進につながり子どもたちの読書推進にもつながっていき

ます。 

礼文町では、ＢＯＯＫ愛ランドれぶんという図書室と書店が併設されている施設を運

営しており、子どもたちがいつでも気軽に利用することができる魅力ある施設づくりの

ため、蔵書の充実や環境整備を推進します。 

 

 

【具体的な方策】 
 
◎蔵書の充実と室内環境の整備 

⇒利用者のニーズに合わせた選書や利用しやすく居心地の良い環境づくりのため、 
室内の環境整備に努めます。 

 

◎図書関連のイベント等の開催 

⇒図書に関するイベント等を実施することで、気軽に本とふれあい、親しむことで 

更なる図書室利用促進につなげます。 

 

◎販売本の充実と販売促進事業の実施 

⇒販売促進としてポイントサービスの実施や子ども向けの実用書等を充実させることで 

書店に足を運んでもらう機会を増やし、図書室の利用促進につなげます。 
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参 考 資 料 

  



◎図書室兼書店蔵書数及び概要 

名称 ＢＯＯＫ愛ランドれぶん 

現在地 礼文郡礼文町大字香深村字トンナイ 558-5 町民センター1階 

営業時間 夏季（4～9月）午前 9時 30 分から午後 4時 30分 

冬季（10～3 月）午前 9時 30 分から午後 4時 00分 

休館日 毎週月曜日及び年末年始 

祝日の翌日（土・日曜日を除く） 

施設概要 書店・図書室・キッズスペース・コミュニティスペース 

蔵書冊数 13,668冊 ※平成 28年度末棚卸より 

書店在庫 7,005 冊 ※平成 28年度末棚卸より 

 

◎ＢＯＯＫ愛ランドれぶんのあゆみ 

平成５年１０月３０日 

 

 

 

ＢＯＯＫ愛ランドれぶん開設 

開設記念シンポジウム開催 

・パネルディスカッション『礼文町における読書活動を探る』 

・作家桐島洋子氏による記念講演会実施 

平成１６年 

 

ブックスタート事業開始に伴い、図書室内を一部改装して「ブッ

クスタートーコーナー」を設置する。 

平成１７年 愛ランドフェスティバル開始 

平成２２年 

 

子どもの知育促進基盤整備事業によりブックスタートコーナー

をリニューアルし、絵本の増冊及び関連備品を購入する。 

平成２８年 マスコットキャラクター『れぶんぶん』が登場する。 

平成２９年 図書室内にコミュニティースペースを開設する。 

ふるさと納税を活用して子供用蔵書の充実を図る。 

 

 

マスコットキャラクター 

れぶんぶん 



平成 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

貸出冊数 1,858 3,877 2,605 2,891 2,833 2,996 3,812 3,792 3,309 3,764 4,652 4,617 3,812 3,419 3,549 4,718 3,542 4,325 3,312 2,709 2,232 2,997 1,618 3,638 2,961

貸出人数 － － 1,341 1,435 1,289 1,375 1,739 1,706 1,643 1,589 2,798 1,920 1,547 1,428 1,455 1,057 1,156 1,293 1,296 1,475 1,533 1,585 1,665 1,762 1,850

平成 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

販売額 4,009,852 6,079,198 5,490,409 5,631,477 5,109,180 4,104,069 4,361,827 4,222,352 3,395,419 2,662,403 2,666,256 2,376,443 1,818,767 1,744,910 1,511,842 1,455,631 1,232,954 1,343,206 2,563,627 1,062,687 2,484,338 2,436,058 2,194,852 2,534,028 3,105,804

販売冊数 4,390 6,131 5,218 5,128 4,685 3,779 3,682 3,123 2,760 2,497 2,376 1,937 1,614 1,516 1,387 1,405 1,220 1,224 1,799 977 1,376 1,494 1,118 1,323 1,974

 

◎図書室貸出冊数・貸出人数の推移 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎書店販売冊数・販売額の推移 
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